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情報処理教育とFORTRAN

牛島和夫＊

最近ではPROLOGなどの使用もすこしずつ増えているようであるが、情報処理教育センターで

動いているプログラムのかなりの部分はFORTRANで書かれている。数値計算を高速に高精度に

行わせることのできる言語は現在のところFORTRANしかないといっても過言ではないだろう。

永年の菩積により、数値計算ライプラリも整備されている。特に理工系の多くの専門領域における問

題解決のためのプログラミング言語としてFORTRANが最も有力であることを否定することはで

きない。実際、研究を主目的とする大型計算機センターでのFORTRAN使用比率は圧倒的である。

しかし、 FORTRANが最初の高水準言語としてこの世に生れたのは 19 5 0年代の後半であっ

たことを思い出していただきたい。 FORTRANの仕様はその当時のハードウェアの能力で解きう

る問題領域に対処できればよかった。その後、ハードウェア機能の目覚しい進歩で計算機が対処する

領域は大幅に広がった。ソフトウェア工学の進展により新しいプログラミング概念や方法論も生みだ

された。 FORTRANにはそれらがほとんと反映されていない。 2度に亙る標準化の過程で部分的

な改良が施されはしたけれど。プログラミングの要諦は、正しく、能率の良い、修正しやすいプログ

ラムを作ることにある。修正しやすいプログラムを作るという点でFORTRANには欠けるところ

が多い。

情報工学や情報科学を専門としない学部や学科の学生に対する情報処理教育の目的は主として二つ

挙げることができる。一つはそれぞれの専門領域において計算機にどうかかわるかを教えること、も

う一つはいわゆるコンピュータ・リテラシー、すなわち現代に生きる人間として計算機にいかにかか

わるかということを教えることである。プログラミングの手ほどきを教えるのであれば、 FORTR

ANよりそれに適した言語がある。また計算機との付きあい方というのであれば、必ずしもプログラ

ミングを教える必要はない。

専門分野での必要上どこかでFORTRANに出会わなければならないにしても、情報工学や情報

科学を専門としない学部や学科において、情報処理教育をどのように位置付けるか、また誰にこれを

担当させるか、担当者をどのように育成するかについて、議論が深まることを期待したい。

＊ 情報処理教育センター長、工学部教授（情報工学科）
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